
飼料イネの飼料特性と乳牛への給与

【要約】 飼料イネは、乳牛の餌として利用する他の草種に比較して成分の変動が少

ない飼料である。飼料イネは、乳量や乳質に影響を及ぼすこと無く乳牛に給与するこ

とができる。
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【背景・ねらい】

岐阜県畜産研究所酪農研究部では、平成１３～１５年度にかけて耕種作物活用型飼料増

産対策推進事業により飼料イネの給与法について調査研究しましたので、飼料イネの飼料

特性と併せて結果を紹介する。

【成果等の内容・特徴】

１ 飼料イネの粗蛋白質量は、輸入飼料のオーツヘイと同程度であり、可消化養分総量

（ＴＤＮ）は、自給飼料のイタリアンライグラスと同程度である（表１）。

２ 飼料イネは、他の草種に比較して成分の変動が少なく、品質が安定している飼料で

ある（表１）。

３ 飼料イネのカリウム量は、自給飼料の中でも特に少ない飼料である（表２）。

４ 泌乳牛にチモシーの代替として、飼料イネを給与飼料の２割（乾物）を給与したと

ころ、チモシーと同程度の乳量、乳質が得られたことから、泌乳牛の飼料として利用

できる（表３）。

【成果の活用面・留意点】

１ 飼料イネは、刈り取り時期や調製方法等により成分が異なってくるので注意する。

２ 酪農研究部では飼料イネの成分分析を有償で実施している。

３ 飼料イネはカリウム量が少ないことから、カリウム摂取量の低減に有効な飼料であ

る。

４ 飼料イネは、日乳量３０kgの牛に５kg（乾物）程度給与できる。



【具体的データ】

表１．草種別による粗蛋白質とＴＤＮ含量

草 種 粗蛋白質 ＴＤＮ
ｻﾝﾌﾟﾙ数 平均値±標準偏差 平均値±標準偏差

ｵｰﾁｬｰﾄﾞｸﾞﾗｽ

ﾘｰﾄﾞｶﾅﾘｰｸﾞﾗｽ
ﾄｳﾓﾛｺｼ
ｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽ
飼料ｲﾈ

ｱﾙﾌｧﾙﾌｧ
ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽ
ﾁﾓｼｰ
ｵｰﾂﾍｲ

１４ １６．０±５．１ ５９．７±４．３
１９ １３．７±２．２ ５７．３±４．１
７６ ８．６±１．３ ６６．３±１．４
３１ ８．３±３．５ ５５．９±３．４
１０ ６．９±１．９ ５４．７±１．４

６４ ２０．３±２．６ ５７．５±２．６
６３ ８．４±２．７ ５１．３±２．７
２９ ７．５±２．１ ５６．０±２．７
２４ ６．４±１．４ ５６．７±１．５

１）リード、チモシーのＴＤＮについては推定式より算出

表２．草種別のカリウム含量

草 種 ｻﾝﾌﾟﾙ数 平均値±標準偏差 最大値 最小値

ﾘｰﾄﾞｶﾅﾘｰｸﾞﾗｽ
ｵｰﾁｬｰﾄﾞｸﾞﾗｽ
ｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽ
ﾄｳﾓﾛｺｼ

飼料ｲﾈ

ｱﾙﾌｧﾙﾌｧ
ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽ
ﾁﾓｼｰ

ｵｰﾂﾍｲ

乳牛のカリウム要求量は、乾乳牛で０．６５％、泌乳牛で０．８％

１９ ２．６８ ± ０．５４ ３．７８ １．５３
１４ ２．５３ ± ０．６８ ３．７１ １．１９
３１ ２．１７ ± ０．８１ ４．６１ ０．９９
７６ １．６４ ± ０．３６ ２．８７ ０．７７
１０ １．１９ ± ０．３７ ２．０３ ０．７９

６４ ２．４２ ± ０．６１ ４．１２ １．１２
６３ ２．１９ ± ０．６５ ３．９７ ０．９０
２９ １．４４ ± ０．５１ ２．７１ ０．８２
２４ １．２７ ± ０．４７ ２．１５ ０．５８

表３．飼料イネの乳牛への給与結果

項 目 飼料イネ区 チモシー区

乾物摂取量（kg／日） 22.8 23.8

飼料イネ乾物摂取量（kg／日） 4.6 －

チモシー乾物摂取量（kg／日） － 4.9

乾物充足率（％） 97.9 105.8

ＴＤＮ充足率（％） 102.7 112.8

乳量（kg） 31.7 29.6

乳脂肪率（％） 4.47 ｂ 4.53 ａ

乳蛋白質率（％） 3.46 3.55

乳糖率（％） 4.25 4.19
異符号間に5%水準で有意差有り


